
～秋の遊び～ 

 雨も多かった 10 月ですが、晴れると空がすっきりと青く戸外へ出る機会も増えました。散歩に出か

けると、お月見製作でバックに描いたススキが沢山茂っていました。製作の説明ではピンとこなかった子

どもたちも、「これがススキよ。」と知らせると納得がいった子もいたようで、部屋に帰ってから作品を指

差して「ススキ？」と確認する様子が見られました。どんどん歩く距離を伸ばしつつ、秋を発見しながら

散策していきます。又、お遊戯や歌遊びも大好きな子どもたち、幼児クラスで行った運動会ごっこのお遊

戯を真似て部屋に戻ると大はしゃぎ。部屋遊びの際にも取り入れて楽しく過ごせるようにしたいと思いま

す。今月は焼きいも会もあるのでそれにちなんだ遊びも考え中です。 
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 暑かった夏の日差しは何処へ行ってしまったのか、いつの間にか秋が深まり、長袖の服が定着する季節がやっ

てきました。コロナウイルス感染症の渦の中、これからは風邪やインフルエンザへの注意も必要になります。こ

の季節は気持ちよく戸外で遊べる大切な時期。予防をしっかりして子どもたちに沢山の秋を経験させてあげたい

と思います。 

                                         

  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ～大好きな制作～ 

  のりを使ったり、絵の具やカラーペンを使ったり、色々な道具を

使い制作を行ってきました。ビニール袋を使ったブドウづくりはそれ

ぞれの個性が反映され、大きな房や遠慮がちな小さめの房、曲がった

房等本物のように出来上がりました。模造紙には自分たちで好きな場

所を選び貼り付けました。コアラ室前の壁を借りて展示し、毎日通り

すぎるたびに秋を感じています。まだまだ秋の素材は沢山あります。

今度は栗にしようか、どんぐりにしようか、ミノムシも可愛いかな？

と担任同士で相談を繰り返しています。 

１１月 りすぐみだより 

～お願い～ 

・季節が変わり目を迎え、風邪の症状（咳・鼻水等）が見られるお子さんが増えてきました。長袖のＴシャ

ツの下に肌着を着るだけで身体の体温が保て、身軽に遊べるのでロッカーの中に肌着や長袖の衣類の補充

をお願いします。新しい衣類を補充してくださる際は、名前の記入をお願いします。           

・喉うがい（ガラガラうがい）前の段階としてブクブクうがいが出来るよう声を掛けていきたいと考えてい

ます。ご家庭でもブクブクうがいから取り入れて頂き、ガラガラうがいが出来るようにしていきましょ

う。ご協力お願い致します。 

 

 


